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序

琵琶湖東岸中央部に湖岸線を長辺とする平行四辺形の形で位置する彦根

市は,当 然のことなが ら琵琶湖の消長 と共に歴史的時間を過ごしてまい り

ました。自砂青松の城下町であ りました彦根市の風景 も近代化の波によっ

て徐々にではあ りますが変 りつつある現状です。

当教育委員会で埋蔵文化財の発掘調査を直接執行事業として実施いたし

まして 3年 にな ります。彦根市内の各学校につ きまして も,老朽化や児童

生徒数の増加等による増改築時に事前の発掘調査を実施 してまいりました。

本年度は,こ うした小中学校の増改築事業の必要 となった事前発掘調査を

4遺跡実施 しましたが ,こ の うちプールの改築に伴うて発掘調査をしまし

た福満遺跡につ きましては調査期間の関係か ら来年度に報告することとし

まして ,下 岡部西,極楽寺 ,四 ツロの各遺跡の概要報告書を刊行する運び

とな りました。

文末ではございますが ,調査にご理解 とご協力を賜 りました関係者の皆

様にお礼を申し上げるしだいであります。

昭和 58年 3月

彦根市教育委員会

教育長 河 原 保 男



ロ{夕1

1.本書は,市立小中学校増改築工事に伴 う埋蔵文化財包蔵地の事前発掘調

査の概要報告書である。

2.本書記載の調査地の地番は下記の通 りである。

下岡部西遺跡

滋賀県彦根市下岡部町 597番地

極楽寺遺跡

滋賀県彦根市極楽寺町 118番地

四ツロ遺跡

滋賀県彦根市鳥居本町 788番地

3.調査は,彦根市教育委員会が調査主体 とな り実施 し,発掘調査事業の事

務は彦根市教育委員会社会教育課が担当した。

4.調査は昭和 57年度事業 として実施 した。

5.調査は彦根市教育委員会技師 0本田修平が担当し,多 くの方々のご協力

を得た。



下 岡部 西遺 跡 発掘 調査 報告

1。 位 置 と環 境

今回発掘調査を実施 した下岡部西遺跡は,彦根市下岡部町 597番地である。

調査地は,稲枝北小学校体育館北側にあたり,昭和 55年度に遺物の出土 した浄

化槽の約 20m北側の地点である。

彦富町か ら甲崎町にかけての集落の並びは,旧愛知川の流路を示す旧愛知川

自然堤防上に位置するものと考えられる。稲枝北小学校は,こ の集落の並びよ

り東側約 150mの 所にあ り,地 理的には旧愛知川の後背湿地に立地 していると

考えられる。

愛知川か ら荒神山にかけての稲枝地区は,彦根市内で も比較的遺跡の知られ

ている地域である。 昭和 55年度 滋賀県教育委員会発行の「滋賀県遺跡 目録」

によると,そ の主な遺跡は,弥生時代の ものが 4遺跡・古墳時代が 5遺跡 0奈

良時代か ら平安時代が 6遺跡・中世 8遺跡・時代不明の ものが 2遺跡 となる。

弥生時代の遺跡は,愛知川 と宇曽川間の両河川が形成 した沖積地の微高地に

立地 していると考えられる。発掘調査を実施 したこの時代の遺跡は,稲枝東小

学校南側に位置している稲部遺跡である。発掘調査の結果 ,集落周辺の低湿地

に形成 された包含層が確認 され,そ の主な出土遺物は弥生時代後期から古墳時

代前期にかけての土器であった。

古墳時代の集落跡 と考えられる遺跡は,前述 した稲部遺跡の他に上岡部遺跡

や金田遺跡等でこの時代の遺物の出土が知 られてお り,そ の立地か ら集落跡 と

考えられる。また,古墳は後期古墳が知 られてお り,荒神山に 総数 25基の 荒

神山古墳群が上げられ,他には, 1基 ごとを分散 した形で平野部に存在してい

た と言われる。

奈良時代か ら平安時代の遺跡は,そ の大半が寺院跡であ り,実 際に古瓦の出

土が知 られている所の他に,伝承地が上げられる。これ等の遺跡の うち自鳳時代

か ら奈良時代前期にかけての古瓦を出土 している遺跡は屋中寺廃寺 (上岡部 A・



下岡部遺跡 )・ 普光寺廃寺が上げられる。 この他には,行基開山の伝承を持つ

延寿寺遺跡等の古寺が上 げられているが,そ の詳細は不明である。

中世以降は,城館跡が知 られているが,遺跡の内容については不明である。

以上が稲枝地区の主要な遺跡であるが,当遺跡に近接 して位置す る上岡部 A

・ BO下 岡部遺跡は,弥生時代か ら奈良時代に至る遺跡であ り,長期にわた り

安定した地形であることが うかがえる。このことは,荒神山古墳群の存在 と合

せて考えるな ら,古代のこの地域における一つの中心地であったことが予想 さ

れる。

2. 調査に至る経過

彦根市は,稲枝北小学校の校舎が老朽化 したため,全面改築の計画をたて ,

昭和 55年度事業 として実施 した。 この事業のなかで体育館の北側の浄化槽の

掘削時に土師器等遺物の出土を見た。

稲枝北小学校付近は,屋 中寺廃寺等の遺跡が存在 し,稲枝地区で も注目され

る地域の一つであったが ,当 地はこの時点まで遺跡の存在は知 られていなかっ

た。この遺物の出土で付近に集落跡の存在が予想 される箇所が増 した。

遺物発見の経緯は,工事関係者よ り浄化槽設置のため掘削していたところ土

器が発見 されたとの通報を受けたことに始まる。通報者よ り土器の提供を受け

た結果 ,平安時代 と考えられる土師器の不であることか ら,文化財保護法第 57

条の 6第 1項に基づき彦根市長名で埋蔵文化財発見通知を文化庁長官宛で提出

した。これと同時に,主管の教育委員会総務課 と協議 し工事を一時中止して現

地調査を実施 したが,こ の時点で,す でに包含層の掘削は終ってお り,周 辺に

排土が盛 り上げられていた。 この排上の中に土師器 ,須 恵器等遺物の小片が認

め られた。土質は,黒褐色砂質土で植物遺体の多 く混 じる層で,琵琶湖周辺部

の低湿地でよく見 られる包含層と同様なものであ り,こ の層が包含層であると

考えられた。以上のよ うな状態であ り,詳細な確認はで きず,今後の問題 とし

て残 された。

その後 ,稲枝北小学校の生徒数増加による校舎の増築を計画 し, 昭和 57年
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度事業 として実施することとなった。この事業実施に伴い,彦根市長よ り昭和

57年 5月 19日 付けで 文化財保護法第 57条 の 3第 1項 の規定に基づ く埋蔵文

化財発掘通知の提出があ り,同 時に当教育委員会に発掘調査の依頼があった。

当教育委員会では,調査依頼に基づ き発掘調査の計画をたて, 昭和 57年 5

月 27日 付け彦教委社第 448号 で 埋蔵文化財発掘調査通知を提出し,7月 1日

から現地調査に入 り8月 13日 に終了した。

3。 発掘調査の方法および調査結果

今回の校舎増築予定地は, 昭和 55年度の校舎改築時に遺物の発見された浄

化槽の北西約 20mの 所に位置し,廊下 と 1教室分 約 100m2で ぁる。このうち

廊下部分は現在の教室 ,下水等と隣接するために,調査対象か ら除き教室部分

の予定地に トレンチを設定 した。 トレンチは,ほ ぼ方形を成していたが,下方

の土層が粘土および砂層で湧水が激しく壁面が崩れるために階段状にしか調査

がで きなかった。このため,最終的には 20m2ぐ らいの面積になった。

発掘調査は,重機にて学校用地造成のための盛 り土を取ることか ら始めた。

この盛 り土は 20 cm前後の厚 さがあり,こ の下が部分的に厚さが異なるが平均

して 40cm前後であった。この面の西隅で旧水田の水路 と考えられる緑青色の

粘土が認められた。第 3層は鉄・ マンガン等の沈着 した床土であ り,第 4層 は

黄褐色粘質土層 とな り,最高で 80 cmの 厚 さがあった。 この第 3層 04層 には

古墳時代後期か ら中世に至る遺物を含んでお り,土質 も第 3層 は第 4層 の黄褐

色粘質土に鉄・ マンガン等が沈着した土層であると考えられるが ,第 3層 に包

含されていた遺物の時期は相対的に若干新
‐
しくなる。このことより考えれば ,

上層の旧水田はかな り新 しい時代に開田された ものであることが うかがえる。

第 5層 は褐黄色砂層が厚い所で 10 cm～ 15 cmの 層をなしていたが,遺物の

包含は確認できなかった。第 6層 は灰色粘土層であ り約 60 cmの 厚さで堆積 し

てお り,古墳時代後期の遺物を包含 していた。 しかし遺物の量は極少量であっ

た。第 7層 は黒灰色粘土層で,第 6層 の粘土層に有機物が混じった もの と考え

られる。この第 7層 を掘 り:込 む時点で,湧水・ トレンチ壁面の崩壊等で階段状
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にしか掘り下げられなかった。最終的な トレンチは,約 2m× 7mの大きさに

なった。第 7層 は, 50 cmほ どしか掘り下げられなかったが,こ の範囲での遺

物の出土は確認できなからた。

4oま  と  め

昭和 55年の 稲枝北小学校改築に伴う不時発見時の現地調査は,すでに浄化

槽の掘削は終ってお り,ま た壁面はシー トパイルのために断面の観察 も不可能

であった。ただ,か ろうじて浄化槽掘削時の排土が ,シ ー トパイルの廻 りにあ

り,こ の土の中か ら土師器等の小片を採取 した。この排土は,植物遺体が多量

に混じった黒褐色シル ト質の もので ,こ の層が包含層になっているものと考え

られた。今回の調査地は, この浄化槽より約 20m西側の地点であることか ら

この包含層の性格が確認で きるもの と期待 されたが,結果的には今回の発掘調

査でこの層を確認す ることはできなかった。

今回の調査結果か ら見れば,今 回の調査地点はかな り強い湿地であったと考

えられ,こ の状態は平安時代頃まで続 き,中世以降,微高地化が進んだ ものと

思われる。このような地理的環境か ら,今 回の調査地点は,集落周辺に形成 さ

れた包含層であると考えられる。
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極 楽 寺 遺 跡 発 掘 調 査 報 告

1。 位 置 と環 境

極楽寺遺跡の今回の調査地点は,滋賀県彦根市極楽寺町 118番地である。極

楽寺町は国鉄東海道本線西側に広がる集落であ り,当 該地は集落東側に国鉄線

を越えて張 り出し森堂町と西葛籠町の間に延び,国道 8号線西側約 200mの 所

に位置する市立河瀬小学校の校地である。犬上川南岸の地域で現在知 られてい

る遺跡の数は少ないが ,当 遺跡北約 lkmに 位置する堀町横地遺跡は昭和 55年

度に発掘調査を実施 した。調査報告書はまだであるが,その概要を記せば,大

上川 自然堤防上に形成 された弥生時代か ら平安時代前期におよぶ複合遺跡であ

ることが確認 されている。遺構は,弥生時代後期の溝・古墳時代の住居跡 0後

期古墳 ,ま た奈良時代後期か ら平安時代前期の巾約 3m・ 深さ約 2mの 大溝・

時期不明の焼土墳等が確認 されている。この後期古墳は墳丘が削平され周溝だ

けが痕跡 として残っているもので ,そ の最大の ものは直径約 20mで あった。

犬上川か ら宇曽川の間での現在知 られている古墳は,西葛籠町葛籠遺跡・南川

瀬町南川瀬遺跡 0千尋町桃 山遺跡の 3基が知 られているだけであるが,他 に横

地遺跡の後期古墳のように,墳丘が削平 され痕跡を地表下に止めているものが

多数あると考えられる。他の遺跡を昭和 55年度 滋賀県教育委員会発行の「 滋

賀県遺跡 目録」力〉ら上 げると,滋賀県教育委員会が圃場整備に伴 う事前調査を

実施 した妙楽寺遺跡は弥生時代後半か ら平安時代に至る複合遺跡であると言わ

れ,歴史時代以降の ものは寺院跡 と言われる甘呂町甘呂遺跡・蓮台寺町蓮台寺

遺跡があり,城跡 としては:堀町堀遺跡が知 られている。

また,川瀬馬場町の県立高等学校建設用地では,県教育委員会が埋蔵文化財

確認調査を実施 し,遺跡であることが確認 された。 この川瀬馬場遺跡は,昭和

57年度に 事前発掘調査が実施 され,弥生時代中期か ら古墳時代前期にかけて

の遺跡であると言われる。

このように大上川か ら宇曽川にかけての地域は,現在知 られている遺跡の数



こそ少ないが ,今後新たに確認 される遺跡が増加す るものと考えられる。

2.調査に至る経過と調査方法

市立河瀬小学校の周辺は従来遺跡の知 られていない空自地帯であったが,昭

和 56年度に運動場東側の田で須恵器の散布が確認 されていた。

彦根市は市立河瀬小学校校舎の老朽化による校舎の全面改築計画を立て,昭

和 57年度事業として 第 1期工事を実施することになった。 この事業実施計画

に伴い,彦根市は文化財保護法に基づ く極楽寺遺跡の発掘通知および発掘調査

依頼を当教育委員会に提出した。これを受けて,当 教育委員会は極楽寺遺跡の

発掘調査を計画し,昭 和 57年度事業 として発掘調査を実施するに至った。

極楽寺遺跡は,須恵器の散布地であることが確認 されていただけで,そ の範

囲・性格等は不明であったため,調査計画は遺跡の範囲を確認することを主な

調査目的とし,包含層・遺構の有無を確認することに主眼とした。また,校舎

改築は現在使用 している校舎を撤去 しなが ら新校舎建設を進める計画であるた

め,ま ず改築予定地で校舎のない本館北側の校庭に トレンチを設定することに

した。

3。 調 査 結 果

発掘調査は,前記の計画で着手 した。本館北側校庭の新校舎予定地は約 350

m2の広さがあり,こ こに 4m× 15mの トレンチを 2本設定した。

土層は,表面が学校用地のための整地がしてあり,砕石・山土等が平均 40

cmの 厚さで盛り土されていた。第 2層 は旧水田の耕作土層で約 30cmの厚さ

であった。第 3層 は 5～ 10 cmの厚さで鉄 0マ ンガンが沈着した床土で褐黄色

粘質IL層 であり,第 4層 は黄褐色粘質土層で最も厚い所で 60cmあ り,東側に

向ってレンズ状に薄くなる堆積を示す。この第 3層 と第 4層 は土質から見れば

同質のものであり,第 4層 の土が床土化したと考えられる。第 5層 は暗褐色砂

礫層であり, トレンチ東端を重機で深掘 りしたが,約 2.5面 下までほぼ同様の

砂礫層を確認している。遺物は 1ト レンチ第 4層黄褐色粘質土層から土師器長



甕片が出土 している。長甕は 2個体あ り,焼成の良いものとやや不良な ものが

あるが ,2イ固体 ともに,自 一 リングはほとんど受けていないことょ り見て遠い

所よ りの流入 とは考えられない。この遺物の他には伴出遺物がなかった。また

2ト レンチ東端で 直径 30cmほ どの整理穴が掘 り込まれてお り,江戸時代の も

のと考 えられる遺物が若干入っていた。

以上 ,今 回の発掘調査で確認で きた結果を記入して きたが,運動場東側田で

の須恵器片の散布を合わせて考えれば,こ の付近に古墳時代後期以降の集落跡

が存在する可能性が大であ り,今後の調査の課題として残されている。
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四 ツ ロ遺 跡 発 掘 調 査 報 告

1.位 置 と環 境

四ツロ遺跡の今回の発掘調査地の地番は,彦根市鳥居本町 788番地である。

鳥居本町は旧坂田郡に属 していたが, 昭和 27年 に彦根市に編入 したもので ,

石田三成の居城 として知 られている佐和山城跡のある佐和山等が松原内湖を抱

え込むように北に向って張 り出し磯山に至 る小山丘で旧彦根市と区切 られてい

た。旧中仙道は鳥居本町が所在する谷に沿って北に抜け,現在で も,東海道新

幹線・名神高速道路・国道 8号線等の主要幹線が通ってお り交通の要所 となっ

ている。

現在知 られているこの地区の遺跡は,最 も古い もので,古墳時代後期の古墳

と言われる石塚遺跡であ り,こ こか らは経塚 も発見されているが詳細は不明で

ある。鳥居本町か ら小野町にかけての山林には寺院跡が 3遺跡所在 し,佐和山

か ら北方に伸びる物生山北端の山麓には遺物の散布地が 2ケ 所存在するが,こ

れ等 も詳細は不明である。また宮田町には,式内社山田神社がある。

この地域には現在小野川 0矢倉川が北流 し米原町へ と流れ込んでいるが,本

来は入江内湖に注いでいたと考えられる。 この入江内湖は,現在干拓 されて水

田になっているが,干拓工事中に多 くの縄文時代後期か ら平安時代に至る遺物

が採取 されている。矢倉川は,現在物生山と磯山との間を通 り西流して琵琶湖

に注いでいるが ,こ の部分は矢倉川遺跡で, 昭和 46年度の 河川改修工事に伴

い発掘調査が県教育委員会の手によって実施 され,縄文時代か ら弥生時代にか

けての遺物の出土が確認 されている。

2。 調査に至る経過と方法

彦根市は,市立鳥居本中学校体育館の老朽化に伴い場所を移 して改築する計

画で, 昭和 57年度事業 として 工事を実施する予定を立てた。このため;文化

財保護法に基づ き埋蔵文化財発掘調査通知および埋蔵文化財発掘調査依頼を当
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教育委員会に提出した。

当教育委員会は,こ の埋蔵文化財発掘調査依頼を受けて,当 教育委員会が調

査主体 とな り,事前調査を実施する計画を立てた。_

四ツロ遺跡は, 昭和 55年度 滋賀県教育委員会発行の「 滋賀県遺跡目録」に

集落跡 として記載されている遺跡であるが ,そ の詳細は不明であった。また ,

鳥居本中学校北側の田には,須恵器の散布が見 られていたが,遺跡の範囲を確

認す るには至っていなかった。

体育館改築予定地は,半分テニスコー トにかかってお り,ま ず現在使用され

ていない残 り半分に トレンチを入れ遺構・包含層等の有無を確認することを主

目的とした。この結果で遺跡であることが確認で きた ら,残 り半分のテニスコ

ー ト部分にもトレンチを入れ遺跡の性格を調査する計画で発掘調査を実施 した。

また,調査地には重機が入れないため,ま ず手掘 りで調査を進め, トレンチを

拡大する必要が生 じた場合は重機を入れ調査のスピー ドアップを計ることとし

た。 トレンチは 5m× 12mの大 きさで設定 した。

現地調査は, 昭和 57年 8月 13日 か ら実施 し,8月 31日 に埋め戻 しを終了

した。

3.調 査 結 果

土層は,表土が中学校建設のための盛土層で,第 2層 は約 15cmの厚さの旧

耕作土層 となる。第 3層 は褐灰色粘質土層で,こ の層が床土になっていた もの

と考えられる。第 4層 は基本的には礫の混じった層であるが,数次にわたって

堆積 したものと考えられ,礫の混 じらない部分や礫の大 きさで 4層 に分けられ

た。土質は茶褐色粘質土であっ.た 。第 5層 は褐灰色礫層で トレンチ東側半分で

は第 5層 の礫層はな くな り,第 6層 は茶灰色粘質土層 となる6こ れは,当 地の

東側が山丘になる関係で地山になるものと考えられる。遺物は,第 3層 から出

土してお り,そ の主な ものは土師器であるが ,古墳時代か ら近世におよぶ もの

で,量的にも極少量 しか出土 しなかった。土師器はロー リングを受けた ものか

保存状態は良 くない。第 4層 以下は遺物が確認できなかった。
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以上の調査結果か ら見れば,調査地一帯はかな り激 し́い土砂の堆積状況を示

している。矢倉川は,現調査地東側の小丘陵の後を通っているが,調査地の土

砂の堆積状況か ら考えれば,調査地周辺は矢倉川の氾濫原であったことが考え

られる。この堆積作用は時間的に長 く続き,第 3層の遺物出土か ら見れば,こ

の地域の水田開発は,か な り新 しい時代になると考えられる。また第 3層の遺

物は流入 した ものと考えられ ,四 ツロ遺跡は旧中仙道に近い所に存在すると思

われる。このことは今後の課題であると考 える。
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1.下岡部西遺跡 (今回調査地)

2.曽 根沼西遺跡

3。 自塚遺跡

4.宝石寺遺跡
5。 岩神遺跡

6。 稲里遺跡    i

7.下 岡部遺跡
8.上 岡部 B遺跡
9。 上岡部 A遺跡

10.綾堂遺跡

11.出路遺跡

12.金 田遺跡

下 岡 部 西 遺 跡 位 置 図

13.狐 塚遺跡

14.稲 部遺跡

15。 普光寺北遺跡

16.普 光寺遺跡

17.荒神山古墳群

図 版 1
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調 査 位 置 図

1.盛土
2.耕土
3.床土 (鉄・マンガン含む)
4.黄褐色粘質土層
イ 黄褐色粘質土層
(4よ り砂粒が若干多い )

5.褐黄色砂層
6.灰色粘土層
7.黒灰色粘土層

N＼

9    ■ュ   lm       トレンチ及び北東断面合成図

図版 2  下岡部西遺跡調査位置図, トレンチ図
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1.極楽寺遺跡 (今回調査地 )

2.葛籠遺跡

3.南川瀬遺跡

4.川 瀬馬場遺跡

図 版 3 極 楽 寺 遺 跡 位 置 図
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図 版 4 極 楽 寺 遺 跡 調 査 位 置 図



盛土 (黒灰色礫層 )

盛土 (灰白色砂礫層 )

濃灰色粘質土 (耕作土 )

黒褐色粘質土 (包含層 )

1.盛土 (黄褐色砂質土 )
2.麻十 (灰白色砂礫層 )
3.耕作土
4.濃灰色粘質土層
5.黒褐色粘質土 (包含層 )

黄褐色砂礫層

耕作土混じりの盛土層

黒灰色粘質土層
コンクリートの溝

109.8m

黄褐色砂礫層
コンクリートの床

暗灰色礫混じり土層

コンクリートの溝

図版 5 極楽寺遺跡 トレンチ図及び断面図
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1.四 ツロ遺跡 (今回調査地 )
2.石塚遺跡

‐

3.泉 山泉寺遺跡
4。 本正寺遺跡

5.観音寺遺跡
6。 荘厳寺遺跡
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7.仏生寺川中遺跡
8。 梅塚遺跡

9。 物生山西遺跡

10.佐 和山遺跡

11.姫袋遺跡

12.東 山遺跡

四 ツ ロ 遺 跡 位 置 図
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1,2  極楽寺遺跡出土
3～ 13 下岡部西遺跡出土

図 版 8 出 土 遺 物 実
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14～ 29 下岡部西遺跡出土
30～ 32 四ツロ遺跡出土

図 版 9 出 土 遺 物 実 測 図



調査地よ り荒神山を望む
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第 1ト レンチ全景 (東狽1から )
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第 1ト レンチ出土状況
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1,2 極楽寺遺跡出土
3～ 13 下岡部西遺跡出土

写 真 図 版 6
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14～ 29 下岡部西遺跡出土
30～ 32 四ツロ遺跡出土

写 真 図 版 7
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